
 

 感染症情報 新型コロナウイルス感染症が、全国的にも大阪府でも感染者数

も増えています。コロナ禍で初の冬、新型コロナがどのように流行するのか

は未知の世界ですが、徐々に気温や湿度が下がり誰もが感染する可能性が高

くなってきていることは間違いないでしょう。今一度、薄れつつある感染症

予防の意識を高め、一人ひとりの予防行動（手洗いの励行、家庭での健康観

察、必要な栄養と十分な休養等）へのご協力をよろしくお願いします。 

しかしながら、完全な予防策はありません。どんなに予防しても感染する

こともあります。感染した人が療養したあと、安心して通常生活に戻れるよ

う、「シトラスリボンプロジェクト」の精神を大切に、忘れずにいましょう！ 
なお、本校では１０月にヘルパンギーナ、アデノウイルス、水痘の報告がありました。 

保健室内の感染症対策 保健室には様々な理由で来室しますが、体調

不良児童の対応時に、室内で感染を広げない・媒介しない対策をしています。 

・「体調不良」と「ケガ」の入り口・エリアを分けて対応します。 

・体調不良児童の対応ごとに、アルコール消毒をします。 

・ベッドは使用していません。横になりたい場合、アルコール消毒をした診察台と洗濯・

消毒が可能な毛布を使用し休養します。ぐったりしていたり倦怠感が強い場合は、お迎えをお願いします。 

・熱のある人は、第二保健室（会議室）でお迎えを待ちます。 

・1 時間程度様子をみても快復せず症状が続く場合は、熱がなくて

も、お迎えをお願いしています。自宅休養のご協力をお願いします。 

その他、基本的な対策（常時換気、三密対策、飛沫対策等）も行っています。 
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